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1 ，はじめに
P 1 C CPeripheral Interface Controller ) は Microchip Technology 社が開発したワンチ ップのマイクロコ
ントローラであり、工業用機器、 OA機器、家電製品、玩具などに組込まれ、簡単な制御などに使用されている
本研修ではP1Cのハードウェア・ソフトウェアの基礎技術を修得し、応用について考えることを目的とした
なお、 P1Cには機能、用途によって多くの種類があるが、本研修では一般的な PIC16F84A を使用し、応用回路
として赤外線リモコンカーを製作した心
2 , P 1 C16F84Aの仕様とピン配列
命令数 : 35、 全ての命令は 1 ワ ード(14ピット)
命令サイクル : 1 、ただし分岐命令は2命令サイクル
プログラムメモリ: 1 K ワード Flash/ROM
データ SRAM : 68バイト
データ EEPROM : 64バイト
データパス :8 ピット 1隔
特殊機能 レ ジ スタ: 15 
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: PORT A 入出力端子、ただし、 RA4はタイマクロ ック入力として選択可能
: PORT 8 /) 、ただし、 RBOは外部割込み端子として選択可能
:マスタークリア、アクティブLOW、常H寺はHIGHとする
オ シ レータ端子、 ただし、外部クロック使用可
: 電源端子+
:電源端子一 ( グランド)
3 , P 1 Cの特徴
PICは命令のピット幅により、 12ピット 1隔のローレンジ、 14ピット幅のミッドレンジ、 16ピット l隔のハイエ
ン ドに分刻される 、 今回使用したPI C16F84Aは ミッドレンジに属するもので、 プログラムメモリは電気的に消去、
再書き込みのでき る フラッシュメモリ を採用し、データメモ リとしてSRAMのほかにデータ保存用のEEPROMがある
アーキテクチャの特徴としては、 一般のCPUで係川されているフォ ン・ノイマン型ではなく 、 メモりがプロ
グラム川とデータ用に分かれているハーバードアー キテ クチャをばUtJしている 、 これにより、命令のビ ット民を
任誌にすることができ、すべての命令を 1 ワ ー ドで椛成することができるR 1 S C CReduced Instruction' Set C 
ompute r)構造のCPU となっているu ま た、命令の実行と次命令のフェッチを 1 命令サイクルで問H寺に行うパイ
プライン方式を採用するなど高速処理化が計 られている
人出力ポー トは、ピンごとに入出力設定が可能であり、 20~25mAと 高出力となっているため増幅回路が問点化
できるなど使い易くなっているu
4. ブロック図
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5. 開発環境
Microchip Technology 社が提供している統合開発環境MPLABを使用した。この中にはエディ夕、アセンブ
ラ、シミュレータなど一連の開発環境が整っており、この中のアセンプラ (MPASm で生成されたオブジェクトファ
イル (HEXファイル)をシリアルポートに接続したPIC ライター(秋月製)に送り書き込んだt
また、プログラム開発中はPICの脱着を頻繁に行うため、 ZIP ソケットでアダプタを製作し作業を容易にした
0(1)01 LI 
1)0泊02 ; PISFBJA.llt s\ 帥:la rd 出昨日 Fll~. Versi明 2.01) Mi 
001N L1ST 
ZOf.l7 不FA 印刷6 _iXIFIG _1{l_1主工島ー附l_(fF & _f楠TU.IT I _ CP_O'F 
I!&esS-lse(:3ﾙl)]: Wa川崎 1号、 .1 叫，..;: rc~，...t!<j by çc'帽land I i同品 11.Je. ;.2' 
00007 Effi丸E\'EL 2. .302 
(1(I)OS 
000岬 (ft; 0 
(1)110 STﾞRT 
。。同 11 民F STml':.符<j
0印111 I.M.W 01FH 
日 0011 1.1)'府 TRISA
印)OIJ 1J'ﾇ TRISB 
U加 15 白下 STATU:>,Pf'1) 
00016 MAIN 
0001i 版印下 F1JHA.W 
臥1I11S /l)flW 0IH 
。 001~ 1.I:1\'明~ f'JlTB 
00020 I:lJTO MA I N 
0121 E悶
HMrw
汚明日四日泊見
????????? ?
切開削制服叩酬の郎防
MMW
例制印
0000
抑制加申別
MPLABのウインドウ
IOI):FFFFFFFFFFFFFffFfFFFfFfF'rFFFF!=fF 目・ー・
りO~Q:FF F F rf FF 昨 FF F ~F fF ~F F FF 防 FFFF ..•.•........... 
叫川 FFFFFF 仔 FF F" F F F Ff F Ff F F F . ・司・・・ー I 誌，1'!1l
目、一三千よt\' j;
川 r~'?'品百五γ一一ー一一一一一一一一li!-剖 v...国WFC
11 co附 AIOPC-PCi MVJ.03_.J:
ーーー司ーーーーーーー一一ーー姐ーーー-】ーーーーーーーー__JI_一ーーーー一一ーーー--_ー_-ーふ~斗ミ
PICライタのウインドウ
-2-
6. 応用回路 赤外線リモコンカーの製作
赤外線 リモコンの送受信機は一般に専用 1 C を使用するが、ここでは双方ともPICを使用している
赤外線リモコンの通信方式はテレビリモコン方式とし、通信速度: 600μSEC/ lbit、変調周波数: 37. 9kHzのプ
ログラム制御となっており、スイッチに対応したブォーマットデータを出力している ν なお、 赤外線LEDのド
ライブは出力ピンを 3個並列に接続し、約70mAのパルス電流を流している U
赤外線受信側のモータ制御は専用 1 C 、 TA7289Pを使用してPWM変調方式とし、プログラムの負担を軽くした
モータの正転、逆転、ストップの制御は 1 nA、 1nBの入力で決定される 。 速度はDA3~DAOのデータにより 16段階に
変速でき、 VRはモータ電流を制限するものである υ スイッチとリモコンカーの動作は次のようになっている 、
SW1 : スト ッ7 ・ SW4 :機能なし SW7 : {:-列方向転換
SW2 :モータ1スピード 7げ SW5 :モータ2スピード 7 '~ 7 ' SW8 : {:ータ2方向転換
SW3 : IJ ダウン SW6 :ρ タ.ウン
赤外線送信梅田路園
3. 
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211 
赤外線受信梅田路図
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赤外リモコンカーの外観図
7. まとめ
PIC とそのアセンブラの学習はテキストを読みながらすすめた また、スイッチによるデータ入力やLED
点滅などの簡単な回路を組み、そのプログラムを解説するとともに、パソコンを使用して実技を体験することで
より理解を深めた、
PICによる制御は、今までのパソコンやワンボードマイコンによるものに比べ、温かに小さく組み込みに過
しているので、今後ロポットや機器などの制御のほか、計・mリ分野でも活用したいと考えている また、ここでプ
ログラムを掲載しその説明をするべきであるが、紙百iの都合上割愛せざるをえなかった t
最後に、本研修の機会そ与えて頂いた関係各位に深く感謝するとともに、パソコンの使用を快く店主諾していた
だいた、情報メディア工学科・浅田教授に御礼を巾し上げますに
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